
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

～幼保小の子どもの学びと育ちをつなぐ～ 令和５年度 第２号 

（令和５年１０月発行） 
京都市教育委員会 学校指導課 

幼保小の架け橋プログラム担当 

TEL:075-222-3746 

架け橋プログラム を進めるための Ｑ＆Ａ ～９/６ 架け橋プログラム 情報交換会より～ 
 

9 月６日に３研究ブロックと１１の実践研究校に関係する就学前施設と小学校等が集まり、 

情報交換会が開催され、下京雅小学校ブロックの実践発表に続き、会の後半ではグループに 

分かれて、時間一杯まで各校園の実践交流や課題などについての意見交換が活発に行われ 

ました。以下の Q&A は、一部ではありますが、その様子をまとめたものです。 

Q3：交流以外でどんな取組をしていますか 

A1：教職員全員で近くの保育園の保育参観や、１年生

の授業を就学前施設の先生方に公開し、一緒に研

究協議をしています。 

A2：夏休みに合同研修会を行い、架け橋プログラムや 

園の生活について交流しました。 

A3：幼稚園の先生と一緒に、１年生の校内研究授業の 

指導案づくりをしました。 

Q4：体制づくりやプロセスを教えてください 

A1：管理職同士がしっかり連携をとっていただいた 

後、１年生担任と５歳児担任などの担当者同士で 

連絡を取り合っています。 

A2：幼保小での合同研修会を校内研修に位置付けて 

います。「お互いを知る」ことから始めています。 

A3：「チーム架け橋」を校内で立上げ、架け橋掲示板や

「架け橋だより」を作成し、架け橋の取組の見える化

に取り組んでいます。 

Q5：多数の園から入学してくるので、１年生の経験値が

ばらばらです。どうしても授業は「ゼロからのスター

ト」と捉えてしまいます。どうすればいいでしょうか 
 

A1：入学してくる全就学前施設の保育内容を把握す

ることが難しいので、近隣の数園の保育内容を知

り、そこから１年生の経験値を把握しながら、授業に

活かしています。 

A2：本校も 20 園から入学しています。全ての授業で 

はないのですが、近くの園の５歳児担当と相談して 

授業準備をしています。 

A3：子どもたちに園でどんなことを経験してきたか聞 

いています。図画工作科や生活科の学習と共通して 

いることを経験していました。 

 

Q1：スタートカリキュラムの具体的内容が知りたい 

A1：入学式の過ごし方を工夫しました。当日の１年生 

の教室には机を入れず、遊びスペースを作りまし 

た。 

A2：１年生は入学前の交流で校舎を案内されている 

ので、４月の学校探検は１年生の行きたい場所を 

中心に実施しました。  

A3：就学前施設の先生方の 

意見を聞きながら生活科の 

合科化を進めています。  

A4：園の先生の協力を得て、 

朝の時間に絵本の読み聞かせをしています。 

Q2：幼保小の子どもたちの交流について知りたい 

A1：５月図画工作科「すなとな 

かよし」の単元を、幼稚園・保 

育所のスコップや道具を借り 

て、５歳児と一緒に行いまし 

た。 

A2：５月に幼稚園・保育園の５ 

歳児と一緒に、生活科「はるみつけ」の学習を御苑 

で行いました。 

A3：小学校のプールで５歳児が水遊びをしました。 

A4：秋には公園で「あきみつけ」を一緒にしたり、公 

園で集めたどんぐり等で作ったおもちゃで５歳児 

と遊んだりします。 

A5：運動会に園児が参加したり、音楽 

発表会に招待したりしています。 

A6：３学期の生活科「あたらしい１年 

生をしょうたいしよう」で学校探検 

や学校生活の紹介をします。 

 

今からはじめる 架け橋プログラム!! ～大林先生からのご提案！～ 
 

 ７月２８日に開催された「令和５年度 第５回 こどもみらい館共同機構研修会」では、大林 照明 佛教大学特任教

授を講師にお迎えし、架け橋期の子どもたちのために保幼小の皆さんに取り組んでほしい連携や接続について提案

頂きました。その主な項目をご紹介いたします。 

① チーム架け橋…校園長のリーダーシップのもと、主任や担任による「チーム架け橋」を発足させる。「架け橋

だより」「架け橋コーナー」をつくり子どもたちや保護者、教職員・保育者に「架け橋の見える化」を図る。 

② 交流会の開催…小学校を会場として連携・接続主任による企画で幼保小の交流会を 

始める。定期的に会を重ねることで「玄関のピンポンを押しやすくなる関係に…」 

③ 幼児教育を意識した教科指導…就学前施設での集団での生活経験や遊びの中での 

エピソードを想起させながら、就学前の成長を小学校の生活や学習につなげていく 

授業改善に取り組む。 

れっつ ちゃれんじ!! 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

竹田小学校ブロック  夏季休業中を利用して、保育所の公開保育とブロック会議を開催 

竹田小ブロックでは、改進保育所が夏休み期間中の３日間にわたって幼小の全教員が参加できる公開保育と、公開保育最

終日にはブロック会議が開催されました。ブロック会議では、公開保育参観後のアンケートを紹介し、「自分のしたいことを

して、生き生きと活動していた。自己決定できる場があり、小学校にもつなげたい」等のブロック 

会議に参加できない先生の意見も共有するなどして、学校全体で取り組む工夫が進められていまし 

た。また、生活科の単元「いきものとなかよし」の授業構成に生かしていくため、「幼保での子ども 

たちの生き物との関わり方」や「本単元のねらい」等を協議し、共通理解されていました。 

さらに、架け橋の取組を全教職員に広げようと「架け橋コーナー」の設置を計画されています。 

接続に関する取組を新聞にして、小学校は教職員・児童が必ず目にする給食室への通路に、幼保は保護者の啓発を意識して

保護者の目にも触れる場所に掲示するようです。互いの教育を理解し合い、授業・保育に生かすととともに、その取組を全

教職員や保護者へ広げようとされています。 
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御所南小学校ブロック  夏季休業中に幼保小の合同研修会 

7 月 26 日（水）に御所南小学校で、小学校の先生と就学前施設の先生との合同研修会が行わ 

れました。社会福祉法人長岡福祉会海印寺こども園 森脇逸朗先生の講演を受けて、各先生の実 

践から“幼児期の終わりまでに育ってほしい姿「10 の姿」”についてのグループ協議が実施されま 

した。 

１年生に限らず、他学年でも「１０の姿」が見取れることを共有しながら、子どもがより主体的に 

学習に関わる環境や子どもを理解しようとする教師の関わりが大事であること、また、就学前施設と小学校の教育での子どもの

評価の違いや給食や食育の考え方、２学期の生活科の授業展開について等、各グループで活発に意見交換や情報共有ができてい

ました。今後の互いの教育に生かすとともに、学び合うことを通して幼保小の先生が親近感を深めたり、リスペクトしたりする様子

も見られました。 

下京雅小学校ブロック  保育と授業参観、その後の合同研修から学ぶ 

これまでの楊梅幼稚園の公開保育では選択活動の参観でしたが、６月９日は５歳児の一斉保育の参 

観でした。活動内容は、園で収穫した玉ねぎとジャガイモを使っての玉じゃがピザパーティーの準備 

です。その後の２３日には、1 年生の生活科「なかよしいっぱいだいさくせん」の授業参観と合同研 

修が開催されました。ここでも子どもが活動しやすい場の設定、豊富な材料を選び役割を決めて目的 

に向かう１年生の姿が見られました。 

このように似通った活動を参観し合ったことで、発達に関する共通点をお互いが見出し、学 

びが充実するキーワードとして「子どもの必要感」「自己発揮」「相手意識」の３点を共有でき 

るなど、幼児期の保育と小学校教育の内容がどうつながるのかを考える上でよい研修だったと 

思います。 

 


